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(57)【要約】
【課題】内視鏡検査などの医療検査を行う場合、患者の
口から排出される唾液などの排出物を確実に受け止める
ことができる医療用エプロンを提供する。
【解決手段】本発明による医療用エプロン１は、長方形
シート２からなっている。この長方形シート２に切込線
１０が形成され、切込線１０は長方形シート２の一方の
短辺３から延びる直線部１３と、直線部１３に連結され
、患者２０の首形状に対応する形状をもつ湾曲部１１を
有している。この湾曲部１１は、一方の長辺５から他方
の長辺６へ向かって突出する突出部１２を有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の首周りに装着される医療用エプロンにおいて、
　長方形シートからなり、
　長方形シートに切込線が形成され、切込線は長方形シートの一方の短辺から延び、患者
の首形状に対応する形状をもつ湾曲部を有し、
　この湾曲部は、一方の長辺から他方の長辺へ向かって突出する突出部を有することを特
徴とする医療用エプロン。
【請求項２】
　切込線は、長方形シートの一方の短辺と湾曲部との間に形成された直線部を有すること
を特徴とする請求項１に記載の医療用エプロン。
【請求項３】
　直線部は、長方形シートの一方の短辺のうち中央部より他方の長辺側へずれた位置から
延びていることを特徴とする請求項２に記載の医療用エプロン。
【請求項４】
　湾曲部の他方の短辺側に位置する終端は、湾曲部の直線部側に位置する始端よりも他方
の長辺側に位置することを特徴とする請求項３に記載の医療用エプロン。
【請求項５】
　長方形シートの材料は、表側の不織布からなる吸収層と、裏側の防水層とからなること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の医療用エプロン。
【請求項６】
　湾曲部の突出部は、大径の円弧形状を持つ大径部と、小径の円弧形状をもつ小径部とを
有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の医療用エプロン。
【請求項７】
　長方形シートの他方の短辺側に固着された延長エプロンを更に備えたことを特徴とする
請求項１乃至６のいずれかに記載の医療用エプロン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡検査などの医療検査および医療処置を行う場合に、患者の首周りに装
着される医療用エプロンに係り、とりわけ患者の口から排出される唾液などの排出物を確
実に受け止めることができる医療用エプロンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡検査などの医療検査および医療処置を行う場合、まず、患者は、ベッ
ド上に横向き（左側臥位）に寝かされ、ベッド上に置かれた枕に頭を乗せる。次に、患者
の口にマウスピースが挿入され、マウスピースの貫通穴部から患者の身体内部へ向けて医
療器具が挿入される。この間、患者は口が開いた状態が続くため、患者の口から唾液など
の排出物が排出される。この排出物が、患者の衣服、枕、およびベッドへ流れてこれらを
汚染することを防止するために、通常、患者の首周りに医療用エプロンが装着される。
【０００３】
　このような医療用エプロンとしては、例えば、図５に示すように、長方形シート４１か
らなるものが知られており、この長方形シート４１に、患者の首に装着される円形開口部
４２が設けられている。このような医療用エプロン４０は、この円形開口部４２に患者の
頭部を挿入し、患者の頭部を貫通させて、患者の首周りに装着される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような医療用エプロン４０を患者の首周りに装着して医療検査また
は医療処置を行う場合、円形開口部４２の形状は患者の頭部に合わせて形成されるため、
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患者の首と医療用エプロン４０の円形開口部４２の内周縁との間に隙間が生じてしまう。
このため、患者の口から排出される排出物は、首を伝わって首と円形開口部４２の内周縁
との間の隙間を通り、患者の衣服、枕、あるいはベッドへと流れていき、これらを汚染さ
せる場合が考えられる。
【０００５】
　また、この医療用エプロン４０は、本来、患者が座った状態で使用するためのものであ
る。このため、この医療用エプロン４０を首周りに装着した患者がベッド上に横向きに寝
かされた場合、医療用エプロン４０に多数の皺が発生する。この場合、患者の口から排出
される排出物は、医療用エプロン４０の表側で受け止めることが困難となり、患者の衣服
、枕、あるいはベッドへと流れ、これらを汚染させることがある。
【０００６】
　さらに、枕が汚染されることを防止するために、通常、枕カバーが取り付けられている
が、この枕カバーは、医療用エプロン４０とともに医療検査あるいは医療処置の度に廃棄
される。このため、産業廃棄物の量を増大させているという問題もある。
【０００７】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、内視鏡検査などの医療検査お
よび医療処置を行う場合、患者の口から排出される唾液などの排出物を確実に受け止める
ことができる医療用エプロンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、患者の首周りに装着される医療用エプロンにおいて、長方形シートからなり
、長方形シートに切込線が形成され、切込線は長方形シートの一方の短辺から延び、患者
の首形状に対応する形状をもつ湾曲部を有し、この湾曲部は、一方の長辺から他方の長辺
へ向かって突出する突出部を有することを特徴とする医療用エプロンである。
【０００９】
　本発明は、切込線は、長方形シートの一方の短辺と湾曲部との間に形成された直線部を
有することを特徴とする医療用エプロンである。
【００１０】
　本発明は、直線部は、長方形シートの一方の短辺のうち中央部より他方の長辺側へずれ
た位置から延びていることを特徴とする医療用エプロンである。
【００１１】
　本発明は、湾曲部の他方の短辺側に位置する終端は、湾曲部の直線部側に位置する始端
よりも他方の長辺側に位置することを特徴とする医療用エプロンである。
【００１２】
　本発明は、長方形シートの材料は、表側の不織布からなる吸収層と、裏側の防水層とか
らなることを特徴とする医療用エプロンである。
【００１３】
　本発明は、湾曲部の突出部は、大径の円弧形状を持つ大径部と、小径の円弧形状をもつ
小径部とを有することを特徴とする医療用エプロンである。
【００１４】
　本発明は、長方形シートの他方の短辺側に固着された延長エプロンを更に備えたことを
特徴とする医療用エプロンである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、医療用エプロンに切込線が形成され、この切込線は、患者の首形状に
対応する形状をもつ湾曲部を有し、この湾曲部は、一方の長辺から他方の長辺へ向かって
突出する突出部を有している。この場合、医療用エプロンは患者の首周りとの間に隙間を
形成することなく、患者の首周りに確実に当接することができる。このため、患者の口か
ら排出される唾液などの排出物が、患者の首を伝わって患者の衣服、枕、およびベッドへ
流れて、衣服、枕、およびベッドが汚染されることを防止することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　第１の実施の形態
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。ここで、図１および図
３は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンを示す図である。このうち、図
１（ａ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの正面を示す図であり、
図１（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの側面を示す図であり
、図１（ｃ）は、図１（ａ）におけるＰ部拡大図である。また、図２（ａ）は、本発明の
第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法のうち医療用エプロンをベッドおよ
び枕の上に置いた状態を示す図であり、図２（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態におけ
る医療用エプロンの装着方法のうち患者をベッドに寝かせた状態を示す図であり、図２（
ｃ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法のうち患者の首周
りに医療用エプロンの一部を巻き付けた状態を示す図である。さらに、図３（ａ）は、本
発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法のうち医療用エプロンを患者
の首後方側で固定した状態を示す図であり、図３（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態に
おける医療用エプロンの装着方法のうち医療用エプロンの体裁を整えた状態を示す図であ
る。
【００１７】
　まず、図１（ａ）により、医療用エプロン１について説明する。ここで、医療用エプロ
ン１は、内視鏡検査などの医療検査および医療処置を行う場合に、患者２０（図２（ｂ）
参照）の首周りに装着され、患者２０の口から排出される唾液などの排出物を受け止める
ためのものである。
【００１８】
　このような医療用エプロン１は、図１（ａ）に示すように、長方形シート２からなる。
この長方形シート２に切込線１０が形成され、切込線１０は長方形シート２の一方の短辺
３から延びる直線部１３と、直線部１３に連結され患者２０の首形状に対応する形状をも
つ湾曲部１１を有している。この湾曲部１１は、一方の長辺５から他方の長辺６へ向かっ
て突出する突出部１２を有している。このことにより、医療用エプロン１の一方の長辺５
と切込線１０との間に、医療用エプロン１の凸部分１８が形成され、切込線１０と他方の
長辺６との間に、医療用エプロン１の凹部分１９が形成される。
【００１９】
　また、上述のように、切込線１０は、長方形シート２の一方の短辺３と湾曲部１１との
間に形成された直線部１３を有している。この直線部１３は、長方形シート２の一方の短
辺３のうち中央部３ａより他方の長辺６側へずれた位置から延びている。
【００２０】
　また、図１（ａ）に示すように、湾曲部１１の他方の短辺４側に位置する終端１５は、
湾曲部１１の直線部１３側に位置する始端１４よりも他方の長辺６側にずれた位置にある
。すなわち、湾曲部１１の終端１５は、始端１４に対して、図１（ａ）に示される寸法Ａ
だけ他方の長辺６側にずれている。また、図１（ｃ）に示すように、切込線１０の湾曲部
１１の終端１５は円弧形状からなっている。
【００２１】
　また、図１（ａ）に示すように、湾曲部１１の突出部１２は、比較的大きな半径からな
る大円の一部をなす円弧形状を持つ大径部１６と、比較的小さな半径からなる小円の一部
をなす円弧形状をもつ小径部１７とを有している。このうち、大径部１６の始端１４側に
、円弧２４が設けられ、大径部１６は円弧２４を介して直線部１３に連結されている。
【００２２】
　次に、図１（ａ）により、各部の寸法について説明する。図１（ａ）に示すように、長
方形シート２において、長辺５、６の長さが８０ｃｍ、短辺３、４の長さが６０ｃｍとな
っている。また、湾曲部１１の終端１５は、長方形シート２の一方の短辺３の中央部３ａ
より他方の長辺６側へ寸法Ｂ（例えば６ｍｍ）ずれており、湾曲部１１の突出部１２は、
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終端１５よりさらに他方の長辺６側へ寸法Ｃ（例えば５ｍｍ）突出している。また、直線
部１３の長さは、寸法Ｄ（例えば１０ｍｍ）となっている。
【００２３】
　また、図１（ａ）に示すように、突出部１２の大径部１６の半径はＲ１（例えば２３ｍ
ｍ）となっており、突出部１２の小径部１７の半径はＲ２（例えば６ｍｍ）となっている
。また、大径部１６と直線部１３とを連結している円弧２４の半径はＲ３（例えば５ｍｍ
）となっている。さらに、図１（ｃ）に示すように、切込線１０の湾曲部１１の終端１５
は、半径がＲ４（例えば０．１ｍｍ）の円弧形状からなっている。
【００２４】
　さらに、図１（ｂ）に示すように、長方形シート２の材料は、表側の不織布からなり、
吸水能力がある吸収層７と、裏側の防水層８とからなっている。このうち表側の吸収層７
としては、例えば、コットン、パルプ、セルロース、高分子ポリマーを使用することがで
きる。また裏側の防水層８としては、例えば、ＰＰ、ＰＥ等のポリマーを使用することが
できる。
【００２５】
　次に、このような構成からなる本実施の形態の作用について説明する。
【００２６】
　医療用エプロン１を患者２０の首周りに装着する場合、まず、図２（ａ）に示すように
、ベッド２１上に枕２２を置き、枕２２上に医療用エプロン１を載置する。この場合、湾
曲部１１の突出部１２は、ベッド２１に寝かされた患者２０の肩に対応する位置にあり、
かつ枕２２に対して患者２０の下半身側に向く（図２（ｂ）参照）。
【００２７】
　次に、図２（ａ）に示すように、医療用エプロン１の切込線１０と他方の長辺６との間
の凹部分１９が、湾曲部１１の終端１５を通り長方形シート２の短辺３、４に平行な線に
沿って、他方の短辺４側に折返される。この場合、医療用エプロン１の切込線１０と一方
の長辺５との間の凸部分１８は、枕２２および枕２２周囲のベッド２１上に置かれたまま
である。
【００２８】
　次に、図２（ｂ）に示すように、患者２０はベッド２１上に横向き（左側臥位）に寝か
され、医療用エプロン１が置かれた枕２２に頭部が乗せられる。
【００２９】
　次に、図２（ｃ）に示すように、医療用エプロン１のうち折返されていた凹部分１９が
、患者２０の首周りに巻き付けられる。この場合、まず、凹部分１９のうち湾曲部１１の
終端１５（図２（ｂ）参照）が、患者２０の首周りに当接する。次に、凹部分１９のうち
小径部１７近傍部分が患者２０の首周りの前方側に当接するように、医療用エプロン１の
凹部分１９が患者２０の首周りに巻き付けられる。その後、凹部分１９のうち大径部１６
近傍部分が患者２０の首周りの側方側から後方側に当接するように、医療用エプロン１の
凹部分１９が患者２０の首周りにさらに巻き付けられる。このことにより、凹部分１９が
患者２０の首周りに容易にかつ確実に当接される。
【００３０】
　この間、医療用エプロン１の凸部分１８は、患者２０の首周りに巻き付かれることがな
く、枕２２および枕２２周囲のベッド２１上を覆っている。このことにより、医療用エプ
ロン１は枕２２の枕カバーとして兼用される。このため、枕２２の枕カバーを別途取り付
ける必要がなく、廃棄される産業廃棄物の量を減らすことができる。
【００３１】
　このように、医療用エプロン１に切込線１０が形成され、医療用エプロン１がベッド２
１上を覆っている凸部分１８と、患者２０の首周りに巻き付かれる凹部分１９とに分離さ
れていることから、無理なく患者２０の首周りに医療用エプロン１を巻き付けることがで
きる。このため、医療用エプロン１に皺の発生を抑制することができる。
【００３２】
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　次に、図３（ａ）に示すように、患者２０の首の後方側において、医療用エプロン１の
凸部分１８と凹部分１９とが、サージカルテープ等のテープ２３を貼り付けることにより
固定される。この場合、患者２０の首周りの前方側および側方側と凹部分１９との間に隙
間が生じないように、凹部分１９を引っ張りながら固定する。
【００３３】
　その後、図３（ｂ）に示すように、患者２０の口から排出される唾液などの排出物が、
長方形シート２の他方の短辺４側へ流れるように、医療用エプロン１の皺などを整える。
以上のようにして、患者２０の首周りに医療用エプロン１が装着される。
【００３４】
　このように、本実施の形態によれば、医療用エプロン１のうち突出部１２と他方の長辺
６との間の凹部分１９が患者２０の首周りに巻き付けられ、凹部分１９を患者２０の首周
りとの間に隙間を形成することなく、患者２０の首周りに容易かつ確実に当接させること
ができる。このため、患者２０の口から排出される唾液などの排出物は、患者の首を伝わ
って首と凹部分１９との間に入り込むことがなく、医療用エプロン１の他方の短辺４の方
向へ流れていく。この間、医療用エプロン１の表側は吸収層７からなっているため、医療
用エプロン１上を流れる排出物が吸収される。また、医療用エプロン１の裏側は防水層８
からなっているため、表側で吸収された排出物が裏側へ染み出すことはない。このため、
排出物が、患者の衣服、枕２２、およびベッド２１上へ流れて、衣服、枕２２、およびベ
ッド２１が汚染されることを防止することができる。
【００３５】
　本発明の変形例
　次に、本発明による医療用エプロン１の変形例について説明する。本変形例は、医療用
エプロン１の切込線１０に直線部１３が含まれないものであり、他の構成は図１および図
３に示す第１の実施の形態と略同一である。
【００３６】
　本変形例によれば、医療用エプロン１に直線部１３が設けられることがなく、直接一方
の短辺３から延びる湾曲部１１が形成されている。この場合、湾曲部１１は、一方の短辺
３側に寄って配置されるので、医療用エプロン１の長方形シート２の一方の短辺３側に、
患者２０の頭部を配置することができ、他方、医療用エプロン１を装着した患者２０の口
と、長方形シート２の他方の短辺４との距離が大きくなる。患者２０の口から排出される
唾液などの排出物は、患者２０の口から離れた他方の短辺４側へ流れるので、この排出物
をより広い範囲にわたって医療用エプロン１の表側の吸収層７に吸収することができる。
この結果、排出物をより多く吸収することができる。
【００３７】
　第２の実施の形態
　次に、図４により、本発明の第２の実施の形態における医療用エプロンについて説明す
る。ここで、図４は、本発明の第２の実施の形態における医療用エプロンを示す図である
。
【００３８】
　図４に示す第２の実施の形態における医療用エプロン３０は、長方形シート２の他方の
短辺４側に固着された延長エプロン３１を更に備えている。図４において、図１および図
３に示す第１の実施の形態と同一部分には同一符号を付して詳細な説明は省略する。
【００３９】
　本実施の形態によれば、図４に示すように、長方形シート２の他方の短辺４側に、延長
エプロン３１が、縫い付けまたは貼り付けなどにより固着されている。延長エプロン３１
は、表側の吸収層と裏側の防水層とからなり、延長エプロン３１の吸収層は、長方形シー
ト２の表側の吸収層７よりも吸水能力が高い材料、例えば、高分子ポリマーを含む材料か
らなっている。
【００４０】
　一般に、医療処置を行う場合、患者２０の口から多量の排出物が排出されるため、長方
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形シート２の表側の吸収層７だけでは、排出物の全てを吸収することができない場合があ
る。
【００４１】
　本実施の形態によれば、長方形シート２の他方の短辺４側に、表側に吸水能力が高い吸
収層を有する延長エプロン３１が固着されている。このため、医療用エプロン３０は、患
者２０の口から排出されて延長エプロン３１へ流れる多量の排出物を確実に吸収すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】図１（ａ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの正面を示す
図であり、図１（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの側面を示
す図であり、図１（ｃ）は、図１（ａ）におけるＰ部拡大図である。
【図２】図２（ａ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法の
うち医療用エプロンをベッドおよび枕の上に置いた状態を示す図であり、図２（ｂ）は、
本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法のうち患者をベッドに寝か
せた状態を示す図であり、図２（ｃ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプ
ロンの装着方法のうち患者の首周りに医療用エプロンの一部を巻き付けた状態を示す図で
あり、
【図３】図３（ａ）は、本発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法の
うち医療用エプロンを患者の首後方側で固定した状態を示す図であり、図３（ｂ）は、本
発明の第１の実施の形態における医療用エプロンの装着方法のうち医療用エプロンの体裁
を整えた状態を示す図である。
【図４】図４は、本発明の第２の実施の形態における医療用エプロンを示す図である。
【図５】図５は、従来の医療用エプロンを示す図である。
【符号の説明】
【００４３】
１　　　医療用エプロン
２　　　長方形シート
３　　　短辺
３ａ　　中央部
４　　　短辺
５　　　長辺
６　　　長辺
７　　　吸収層
８　　　防水層
１０　　切込線
１１　　湾曲部
１２　　突出部
１３　　直線部
１４　　始端
１５　　終端
１６　　大径部
１７　　小径部
１８　　凸部分
１９　　凹部分
２０　　患者
２１　　ベッド
２２　　枕
２３　　テープ
２４　　円弧
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３０　　医療用エプロン
３１　　延長エプロン
４０　　医療用エプロン
４１　　長方形シート
４２　　円形開口部

【図１】 【図２】
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